
－1－ 

漁業調査船「とくしま」の代船建造の概要 

  

上田 幸男・増田 多生・楠本 輝一・井元 栄治 
蛇目  勲・金田 佳久・今治 美久・萩野 鉄男 

  

 昭和 59 年に竣工した第 5 代漁業調査船「とくしま（67 トン，800 馬力）」の老朽化にともない，平

成 10年度に新調査船の基本設計が実施され，平成 11年度に香川県詫間町の讃岐造船鉄工所において新

調査船「とくしま（80 トン，1200 馬力）」が建造された。調査船の機能や建造の理念については建造

仕様書（徳島県 2000)，雑誌「船の科学」の新造船紹介（徳島県水産試験場 2000)，水試だより第 41 号

（上田 2000)，調査船パンフレットおよび要目表（徳島県 2000）に詳細に記載されている。本報告はそ

れらに記載されていない平成 7年の予備調査から基本設計および建造に至るまでの経過と概要を記録す

るものである。 

 予備調査 漁業調査船の法定耐用年数は 9 年であるが，前調査船が竣工後 16 年で代船建造に至った

経過や各都道府県の代船建造に至る船齢を考慮して，定期検査年に当たる平成 12 年 1 月の竣工を目標

に平成 6年度から他府県の漁業調査船の調査を中心とした予備調査を開始した。平成 7年 3月の山形県

水産試験場の「最上丸」をはじめに，福岡県水産海洋技術センターの「つくし｣，岩手県水産技術セン

ターの「北上丸｣，南西海区水産研究所の「こたか丸」および和歌山県水産試験場の「きのくに」など

本県調査船と同規模の漁業調査船の調査を実施した（表 1)。さらに基本設計を実施した平成 10 年度に

おいても石川県水産総合センター「白山丸｣，「禄剛丸｣，京都府海洋センター「平安丸｣，兵庫県立水

産試験場「たじま｣，和歌山県水産試験場「きのくに｣，静岡県水産試験場「駿河丸」の漁業調査船を調

査するとともに，11年度の建造年においても中央水産研究所の「こたか丸」の乗船調査および讃岐造船

鉄工所で建造された香川県立多度津水産高校実習船「香川丸」の調査を実施した。いずれの漁業調査船

の調査においても調査船の機能のみならず，建造計画から基本設計，建造時の監督に至るまで詳細な建

造過程を担当の研究者および船舶職員の双方から窺い，刻銘に記録復命した。 

 また，平成 9年 6，7月に電話による聞き取り調査から全国 58隻の調査船について総トン数，建造年

月日，現船船齢，前船船齢，建造費，船質，基本設計および建造監督業務の委託先機関，基本設計委託

費，建造造船所，巡航速力，主機関出力など各都道府県水産研究機関の調査船の現況を調べるとともに，

新調査船の利用計画に係わる水産関係部局内のアンケート調査を実施し，基本設計の予算説明資料とし

てとりまとめた。また，平成 10 年 2 月には調査船建造に係わる全国アンケート調査を実施し，同時に

各調査船の要目表やパンフレットを収集するとともに，できる限り多くの調査船について搭載されてい

る調査機器の機種とメーカーリストを作成した。特に同規模の調査船で，近年建造された和歌山県水産
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試験場「きのくに」，大分県水産試験場「豊洋｣，青森県水産試験場「青鵬丸」は搭載機器の選定や予

算の積算において最後まで参考にした。また，Aフレーム等船尾甲板機器の配置や仕様書の作成におい

ては中央水産研究所「こたか丸｣，仕様書の作成および建造の事務手続きについては福井県水産試験場

「福井丸」を参考にした。これらの資料が本県調査船の基本設計や建造過程で大きく反映されたことは

言うまでもない。 

 基本設計に関する説明 調査船を知らない人も理解できるように，漁業調査船「とくしま」の代船建

造に関する基本設計のための予算協議の説明資料（プリント版）を作成した。その概要は第 1章で徳島

県漁業の概要および，第 2章で現調査船の運航実績を説明した。第 3章では老朽化の内容及び修繕経過

として①船体維持管理上の問題点，②船員の健康管理上の問題点，③装備上の問題点を検討した。第 4

章ではアンケート調査や聞き取り調査を集約し，他県の代船建造の状況と搭載計器，観測機器等につい

てとりまとめ，①調査船の大きさ，②調査船の耐用年数，③調査船の建造理由及び基本コンセプト，④

調査船運航業務の委託の可能性，⑤調査船の高速艇化，⑥取り締まり業務の兼務の可能性について検討

した。第 5 章では新船建造の利用計画と船形等について検討し，①海洋観測の位置づけ，②利用計画，

③基本コンセプト，④どのような調査船を建造するか，⑤船の大きさと船形，⑥漁労機器及び漁具の搭

載，⑦観測機器の搭載，⑧情報伝達システムの構築などについて検討した。第 6章では基本設計機関に

ついて検討し，第 7章で①67トンクラスの船価（計器・測器含む）の価格見積もり，②現調査船の搭載

機器一覧，③各都道府県の調査船の乗り組み員数について，④新しい調査船のイメージ図，⑤代船建造

委員会の必要性などについて検討した。 

 平成 10年度に基本設計委託費を計上するために，平成 9年 8月のサマーレビュー協議から平成 10年

度予算協議において水産課長，農林水産部長，財政課担当，財政課長の各ヒアリングに上記の資料をも

って説明した。各協議において，前調査船の老朽化の状況を説明した。また，水産課内の協議では「22

条船舶職員の定員削減」について，農林水産部長のヒアリングにおいては「調査船および海洋観測の必

要性と意義」について協議がなされた。 

 基本設計 これまでの検討結果から，調査船には良好な復原性と凌波性を有することが最重要である

との考えから模型による動揺試験を実施することと調査船に対して専門外の人でもよく理解できるよ

うに新調査船による調査概要図（カラー）の作成を基本設計委託の仕様書中に盛り込んだ。上記の内容

を踏まえて新調査船の基本設計図書の作成を日本造船技術センターに委託した。 

 代船建造推進委員会 基本設計実施年の平成 10年度に漁業調査船「とくしま」の代船建造に当たり，

徳島県漁業調査船「とくしま」代船建造推進委員会を設置した。本委員会は，新海洋秩序に対応し，漁

業関係者及び県民の要請に的確かつ迅速に応えることのできる漁業調査船の建造に関する重要事項を

決定するものであり，委員会は，水産試験場長を委員長に水産課長，保健環境センター所長他 5名で構

成された。委員会の所掌事務の詳細について調査，検討させるため，委員会に航海部門作業部会及び調

査部門作業部会を設置した。航海部門作業部会は，新漁業調査船「とくしま」の船体，機関，無線装置，

航海機器並びにその他船舶の運航及び乗組員の居住等に係る装備及び設備に関する計画案の作成を行

い，調査部門作業部会は，調査内容，調査海域，主要要目，調査観測機器並びにその他調査研究に係る



－3－ 

装備及び設備に関する計画案の作成を行った。航海部門作業部会は，漁業調査船「とくしま」船長を部

会長に他船舶職員 5名で構成され，調査部門作業部会は水産試験場次長を部会長に，保健環境センター

水質第二科長ほか水産試験場の科長 4名で構成された。なお，航海部門作業部会には日本造船技術セン

ター担当者が出席した。 

 各部会は平成 10年 4～8月にかけて計 3回開催され，それらの結果を踏まえて代船建造推進委員会が

3回開催された（表 1)。委員会の決定事項は，平成 11年度の代船建造の予算ヒアリングに反映された。 

 建造の基本方針 本船は漁業調査船として，特に海象条件の厳しい海部沖合（室戸岬沖合 30 海里付

近）や冬季に季節風の影響を強く受ける海部沿岸海域で観測業務を実施できるように安全航行と調査業

務の遂行を建造の基本方針とした。また，この規模の調査船として全国で最も少ない 6名の船員と 1名

の研究員で運航と調査を実施するために，甲板，機関，調査機器ともに近代化を図り，省人・省力化シ

ステムを採用することにした。主要な運航目的は①海洋観測，②近隣府県との資源共同調査，③漁業者

の要望を取り入れた調査や子供のための海洋教室，④漁場マップの作成，⑤水産業の被害防御のための

調査などであり，これらの業務を円滑に遂行し，将来の多様な行政課題に対応できる能力を備えた調査

船を建造できるように建造仕様書を作成した。 

 増トン・増馬力に対する考え方 旧調査船は総トン数 67 トン，主機関 800 馬力，補機関 100 馬力と

50馬力各 1機であったが，新調査船では総トン数 80トン，主機関 1200馬力，補機関 150馬力 2機とな

った。増トン・増馬力に対する考え方は以下のとおりである。 

 総トン数の増大の理由として，①近代化船は省力化のためバウスラスター，可変ピッチプロペラ（油

圧装置)，ジョイスティックコントロールシステムを標準装備として採用していること，②船員の居住環

境の改善，③徳島県では沖合観測のみならず，波浪の強い時期にモジャコ調査，浮魚礁調査および室戸

岬周辺の沿岸定線調査などを定期的に実施すること，④全国の沖合及び外洋域の調査を実施する府県は

いずれも排水型の調査船を保有していることから，80トンクラスの排水型の調査船が必要なことを説明

した。 

 主機関を拡大する理由は，①荒天時に観測効率を高め，安全性を確保すること，②代船建造時に乗務

員数を 6名に減員する予定であり，全国一の省人化船となり，観測の効率化のみならず，移動時間の短

縮を図る必要があること，③近代化船では省力化のためバウスラスター，可変ピッチプロペラ，ジョイ

スティックコントロールシステムを採用しており，これらの機器による重量増加を克服し，一定の船速

を維持するためには 1200PSが必要であること。④現船と同じく，12ノットを維持することである。 

 補機関を拡大する理由は①甲板機器，調査機器の増加及び出力アップにともない，現船より大幅な電

力需要となること。②瞬時の起動電力が非常に大きいため，出入港，調査等稼働時の過電流，過電圧に

十分耐えるため。③電力需要が少ない場合は 1台で，電力需要が増大した時は，休止中の 1台を自動起

動並列運転し，負荷分担できること。④同一馬力とすることにより取り替え部品等を共有することがで

きメンテナンス面で安価となることである。 

 建造 徳島県水産試験場漁業調査船建造仕様書に基づいて平成 11 年 6 月 4 日に一般競争入札を実施

した結果，本県新調査船は香川県詫間町にある讃岐造船鉄工所において建造されることになった。監督
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業務は基本設計に引き続き，日本造船技術センターが実施した。7月 17日の第 1回建造会議において①

建造工程表の確認，②主要機器類のメーカーリストの審議，および③船主の要望事項の確認がなされた。

この段階で概ね主要搭載機器のメーカー名および型式等が決定された（表 2)。7月 27日の第 2回建造会

議においては，船体の①入出力信号の確認，②操舵室コンソールの配置，③調査室の配置，④船底送受

波器ケース内の配置，機関部の①油圧装置関係，②主機関，③ディーゼル発電機に関する協議が行われ

た。平成 11 年 9 月 2 日に起工式が行われ，高柳充宏農林水産部長が溶接の儀式を営まれた。9 月から

11月にかけて，原図検査，ブロック建造中間検査，船殻（ブロック）製造中検査，主発電機関陸上運転

（尼崎市)，船殻（ブロック）搭載後検査，主機関陸上運転（尼崎市)，可変ピッチプロペラ完成試験，

船殻完成検査，歪み検査等が行われた。平成 11年 12月 6日には進水式が行われ，野田浩一郎出納長が

支綱を切断し，進水した。12 月から 2 月にかけて，儀装検査（配管，船体，電気)，傾斜試験，動揺試

験，予行運転，海上公試運転，讃岐造船洋上検査が行われ，平成 12年 2月 9日に竣工し，平成 12年 2

月 10 日に完成検査が終了した。各種検査は水産課職員と水産試験場職員が日本造船技術センター担当

者とともに立ち会った。平成 12年 2月 14日に日和佐港に回航した。 

 竣工および公開 本船は平成 12年 2月 14日に日和佐港に回航され，2，3月の習熟運転を経て，4月

から海洋観測等通常の業務に活用されている。4月 25日には徳島県立水産高校生を対象に公開され，4

月 27日に徳島県県議会経済委員が視察された。 

 本船は優れた機動力と迅速に漁場環境や資源の現存量を把握できる最新鋭の調査機器を備えており，

新しい漁業調査船「とくしま」を十分活用することにより，本県水産業の振興に貢献することが期待さ

れる。 

 終わりに代船建造においては，①できる限り多くの他府県の調査船を調査し，優れた部分を取り入れ

ること，②建造仕様書の作成，各種打ち合わせおよび検査には船舶を利用する多くの職員が参加し，意

見を述べること，③搭載機器については機器の価格や過去の納入実績にとらわれず，広い観点で検討し，

選定すること，④基本的な考え方を建造計画の早い段階でとりまとめておくことが重要であると考えら

れた。 
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表 1 代船建造に係わる計画から建造の経過と概要 
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表 2 主要搭載機器のメーカー名および型式 
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